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Hoeksema, Parker, & Larson，1994）。さらに、新しいタイプのうつ病の特徴である慢性化のしや
すさについても、抑うつの持続に着目することで、慢性化を防ぐ知見が得られる可能性のあるこ
とが指摘されている（伊藤他，2002）。 



















 (1) フェイス・シート 
 性別・年齢の記入を求めた。 
 







 (3) Response Styles Scale（以下、ＲＳＳと略す） 











  14 石 坂 昌 子・髙 野 遥 平 
 (4) 日本語版ＨＡＤ尺度 
 Zigmond & Sanith（1983）が身体症状を持つ患者の不安と抑うつ状態を評価するために開発し
























れぞれの下位尺度におけるα係数は .75から .89と高い値を示し、尺度の信頼性が確認された。 
 
Table １ 各下位尺度の合計得点の平均値とＳＤおよびα係数 
  
評価過敏性－誇大性自己愛尺度
　評価過敏性 21.30 6.62 .87
　誇大性 18.95 4.98 .75
RSS
　否定的考え込み反応 15.45 4.31 .85
　問題解決的考え込み反応 18.88 4.52 .89
　回避的気そらし反応 16.38 4.22 .86
　気分転換的気そらし反応 16.89 3.49 .82
HAD尺度
　抑うつ 5.20 3.86 .80
（N =201)
平均値 SD α係数
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 次に、評価過敏性－誇大性自己愛尺度とＲＳＳについてそれぞれの下位尺度間の相関係数を算
出した（Table ２，３）。評価過敏性－誇大性自己愛尺度では、下位尺度である「誇大性」と「評
価過敏性」の間に相関関係は見られなかった（r = .15，p <.05）。これは、先行研究（中山・中
谷，2006）の結果（r = .14，p <.001）と近い値であった。また、RSSでは、「否定的考え込み反
応」は「問題解決的考え込み反応」と有意な弱い正の相関関係（r = .33，p <.001）が、「回避的
気そらし反応」と有意な中程度の正の相関関係（r = .42，p <.001）がみられた。「問題解決的考








































2.問題解決的考え込み ― .13† .37***
1.否定的考え込み .33*** .42*** .10


























 分散分析の結果、評価過敏性－誇大性自己愛尺度の「誇大性」(F (4,196)=130.51，p <.001)、
「評価過敏性」(F (4,196)=113.50，p <.001)とＲＳＳの「否定的考え込み反応」(F (4,196)=11.86，   
p <.001)、「問題解決的考え込み反応」(F (4,196)=4.99，p <.05)、「回避的気そらし反応」(F 
(4,196)=3.15，p <.05)、ＨＡＤ尺度の「抑うつ」(F (4,196)=9.48，p <.001)について要因の主効果
が有意であり、自己愛類型によって得点の平均値に差が見られた。また、「気分転換的気そらし反
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Figure ３ 各自己愛類型の問題解決的考え込み反応の平均値と分散分析の結果 
１=混合型 ，２=誇大型 ，３=低自己愛群，４=過敏型 
(***p<.001，*p<.05，†p<.10)
1,4>2,3   抑うつ 1.03(.55) 0.53(.48) 0.52(.46) 0.99(.57) 9.48***
4>2,3
気分転換的気そらし 2.67(.59) 2.98(.62) 2.78(.52) 2.74(.61) 2.05† 2>1
回避的気そらし 2.36(.55) 2.23(.62) 2.16(.59) 2.58(.57) 3.15*
11.86*** 1,4>2,3   
問題解決的考え込み 2.88(.56) 2.88(.68) 2.47(.69) 2.46(.57) 4.99*    1,2>3,4   
否定的考え込み 2.94(.60) 2.27(.73) 2.22(.65) 2.93(.70)
１．混合型 ２．誇大型 ３．低自己愛 ４．過敏型 Ｆ値 多重比較
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